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豊岡市生物多様性地域戦略の策定
～いのち響きあう豊岡を目指して～

コウノトリ野生復帰の取組みを通じて得た経験をもとに、本市の今後の生物多様性保全の指針を定めるため、「豊岡市生物多様性地域戦略」を策定した。
豊岡市生物多様性地域戦略の概要
１　タイトル　　　　

いのち響きあう豊岡を目指して

２　目標とする姿　　

穏やかに響きあう　いのちと地域

３　戦略期間　　　

平成２５年～平成３９年（１５年間）

※　５年ごとに短期戦略を立て、内容を見直す。

４　特色

⑴　生物多様性は、地球規模の問題であると同時に地域レベルの課題。地域の範囲として「小学校区」に着目し、目標の実現を目指す。

⑵　高校生委員（６人）が描く豊岡の未来像をイラストで表現。
５　主な内容

⑴　基本戦略　　　
コミュニティの力で支える生物多様性保全

～地方の強みである地域力を生かす！～

⑵　短期戦略Ⅰ（平成２５年～平成２９年：５年間）　　　

　　①　「まずは知る」作戦！
地域のみんなが、地域の自然の豊かさや脆さをわかるようにします。
目標１　生きものの様子から季節の変化を感じ取り、その話題で会話が弾んでいます。

目標２　「生きもの博士」と呼ばれる人が増えています。

目標３　地域の生きものの現状が科学的に整理され、その情報が共有されています。

目標４　小学校区ごとに「生きもの地図」が備えられています。
②　「行動に移す」作戦！　

多様な生きものが住みやすい環境を増やします。
目標１　行政も地域も、生きものに配慮した行動を心がけています。

目標２　豊岡で暮らすコウノトリたちが、安定して生活しています。 

目標３　市内各地に「春の小川」がイメージできる水辺があります。

目標４　市街地・住宅地でも多くの生きものと触れ合うことができます。
目標５　ラムサール条約登録エリアが広がりました。
目標６　在来の生態系を乱す外来種の侵入・増加を防いでいます。
目標７　希少になった生きものや生態系に、個別の保護対策が進められています。
③　「基盤を守る」作戦！　

地域を支える第一次産業を育てます。
目標１　農薬や化学肥料に頼らない農業が増え、田んぼの生態系が豊かになっています。

目標２　市民や消費者と交流する生産者の顔が輝いています。

目標３　地元で採れたものを優先して食べる人が増えました。

目標４　若い世代が第一次産業の大切さを理解しています。
④　「つながる・つなげる」作戦！　

人と人、地域と人とのつながりを深めます。
目標１　自然の中で遊ぶ子どもの姿をよく見るようになりました。

目標２　親子で生きものや自然に触れ合う機会が増えています。

目標３　地域の文化や伝統的な知恵・技が受け継がれています。

目標４　交流施設では、楽しい声が弾んでいます。

目標５　日本中、世界中から訪れる人がいて、地元の人と交流しています。
⑤　「効果を高める」作戦！　

作戦を実行しやすいしくみをつくります。
目標１　行動のすべては、「見試し」の手法で実践されています。

目標２　この戦略の実践を支える拠点が機能しています。
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※地域社会のあり方が、生物多様性のあり方を決める！
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《参考》

策定経過
　　豊岡市生物多様性地域戦略検討委員会を設置し、勉強会や意見交換会なども開催しながら、同検討案を作成。庁内ワーキングを経て、豊岡市生物多様性地域戦略を策定した。
　

　⑴　豊岡市生物多様性地域戦略検討委員会

　　①　構成

　　　ア　学識経験者　　　　　　　　　　３人
イ　市民識者　　　　　　　　　　　５人

ウ　行政側識者　　　　　　　　　　３人

エ　将来世代の目線（高校生など）　７人
2 委員長等

ア　委員長　　　鷲谷いづみ（東京大学大学院教授）

イ　副委員長　　佐竹節夫　（コウノトリ湿地ネット代表）

	検討組織名等
	開催期間（回数）

	豊岡市生物多様性地域戦略検討委員会
	H２３年１１月～H２５年３月(５回)

	〃　　　　　　　　　高校生部会

（検討委員会の高校生委員のみで組織）
	H２４年１２月～H２５年1月(５回)

	市民説明会、ホームページで意見募集
	H２５年３月

	庁内ワーキング
	H２５年５・６月(３回)


〔問合せ〕豊岡市コウノトリ共生部コウノトリ共生課　℡0796-21-9017
資料　１














具体的なコミュニティ活動を列記





コミュニティの力で支える生物多様性保全


～地方の強みである地域力を生かす！～





その単位は･･･





「小学校区」 が基本





「校歌」 で結びつく！





コミュニティ強化と生物多様性の共鳴！





コミュニティをいかした生物多様性保全





生物多様性保全によるコミュニティ強化





　すでに行われている地域活動に、自然再生や生物多様性保全の視点を加え、活動に厚みを増す中でコミュニティ自身の力を高めていく。


　コミュニティの力が高まり、健全な地域社会が保たれていけば、自ずと豊岡の生物多様性は保全されていく。





豊岡の戦略の方向性





　このことから、豊岡が今後進めるべき生物多様性保全の基本戦略を次のように定める。











高校生が描く未来像





目標とする姿





「穏やかに響きあう


　いのちと地域」


　の実現





＋





変えるべきところ





守るべきもの





・風景の中身


・コミュニティの


　あり方





・風景


・地域コミュニティ


　（共同体）





守りたい


戻したい


変えたい


創りたい








　「帰省列車の車窓から見える風景が、これからも変わらず豊岡らしくあってほしい。」





・風景や、温かい人のつながりな


ど「大切なもの」は守りたい。


・もっと、生きものと共生するよ


　うな社会を取り戻したい。


・それでいて、機能的・魅力的な


まちに変えていきたい。














・生物多様性は、地球規模の問題であると同時


　に、極めて地域レベルの課題。


・地域の環境（自然と文化）と切っても切れな


　い関係にある生物多様性を守るには、地域社


　会まるごとが健全でなければならない。





・豊岡では、地域の範囲として「小学校区」に


　着目し、校歌をイメージしながら「穏やかに


　響きあういのちと地域」の実現を目指す。
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